
 

東海第二原発は北 10km(東海村）にある。2011 年の大震災に被災し、運転 43 年が過ぎた老朽原発。30 キロ圏内に 94 万人が住む。 

はあ 「 
 

 

 

東海第二原発 老朽化の危険性 
岸田政権と原電は、沸騰水型では日本一古い (下表) 東海第二原発を 

地元無視で 工事が終わる 2024 年 9 月頃に再稼働させる方針  
 

〇許可(全て再稼働させる方針) ×廃止 □申請済 △未申請 〇内数字は炉番号 

１．古くなると、事故を起こしやすい  

  東海第二は運転 20 年を過ぎた 2000 年頃からトラブルが増えています。古くなると、高熱

や水圧や放射能で脆く
も ろ く

なるとか肉厚が薄くなり、加えて巨大地震におそわれています。 

2．非破壊検査では見逃しがあり、危険性が潜み続けます。 

未然防止の点検では、原発は放射能汚染が災いし、内部に入って分解して点検 

することが難しく、代わりの非破壊検査ではキズを見逃してしまい、 

危険性が隠れている恐れがあります。 

３．古くて旧式の設備・資材を使い続ける危険性 

〇東海第二は、加速度 1009 ガルの地震が来ても大丈夫だそうですが、44 年前の

運転開始時は 270 ガルでした。補強すれば古くなっても地震に強くなるので

しょうか。 再び巨大地震に襲われたらどうなるのでしょうか？ 

〇キズがあっても装置を破壊させないと判断されるとそのまま使い続けられる

「維持規格」制度があり、東海第二原子炉心にあるコアシュラウドという設備

は、ヒビや貫通した亀裂があるのに今後も使い続けられます。 

〇原発には電気ケーブルが 1,400 キロも走っています。半分以上は燃えやすく、

43 年も使用したプラスチック被覆材に難燃シートを巻き付けて使い続けます。

シート内でくすぶり拡がる火災が危惧されています。 

             (原子力市民委員会の筒井哲郎氏論文等を参考にしました。)  

                             

 

 

 
 

営業運転開始年代別にみた沸騰水型(BWR)原発 32基の現況 

1970年代 11基 1980年代 8基 1990年代 9基 2000年代 

4基 前 半 後 半 前 半 後 半 前 半 後 半 

 
×敦賀① 
×福島第一① 
×島根① 
×福島第一② 
 

〇東海第二 
×浜岡① 
×福島第一③ 
×福島第一④ 
×福島第一⑤ 
×浜岡② 
×福島第一⑥ 

 
×福島第二① 
×福島第二② 
×女川① 
 

〇島根② 

□浜岡③ 
△柏崎刈羽① 
×福島第二③ 
×福島第二④ 

 

 
□浜岡④ 
△柏崎刈羽② 
△柏崎刈羽③ 
△柏崎刈羽④ 
△柏崎刈羽⑤ 
△志賀① 

〇女川② 

〇柏崎刈羽⑥ 

〇柏崎刈羽➆ 

 

 
□東通① 
□志賀② 

△浜岡⑤ 

△女川③ 
 

＜ニュースの配り手と募金 のお願い＞ 
 

日頃のご支援に感謝します。ご協力頂ける方は、最寄りの会員、または 

連絡先（佐藤）にご連絡ください。詳しくはその際にご説明します。 

ストップ‼
  

さよなら原発ひたちなか市実行委員会 

（連絡先：ひたちなか市馬渡 2824-63 佐藤 英一  TEL:029-273-4775） 

ホームページ：http://sayonaragennpatu.wixsite.com/mysite ☞ 
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 ストップ ‼ さよなら原発 第 102 号 （9･10 月号）  2022.9.1発行 

セシウムからの放射線は測定を開始した 2012 年 4 月から 3 年後に約半分に減りました。今後は減り方がゆるやかになるので半

減するのに約 30 年かかると推定されます。樹木の根元に濃縮されがちなので要注意です。 

 

「地域の安全最優先」が消えた！ 
東京高裁に訴えた原電の理由 

➀ 避難計画不備が理由では、裁判所は運転を禁止できない。 

➁ 市町村や病院・老人ホーム等の避難計画は、再稼働までに 

は充実する。いま良し悪しを判断するのは間違いだ。 

 
                                                                                                        

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                            

  

                   

 

東海第二の運転を禁じた水戸地裁判決 

水戸地裁は昨年３月、東海第二原発の審査

を肯定する一方、今の科学・技術には地震の

予測一つとっても確実でなく限界があるので

原発事故はゼロとは言えない。 

だから、十分に実行可能な避難計画が必要 

だが、実態はどの市町村も遠く及

ばない、と差止めを命じました。 
  

被ばくから住民を守ろうとする 

優しい判決だと思いませんか!! 

東海第二の再稼働に突き進む原電 

原電は、判決に不服で直ちに東京高裁に控訴し

ました。その理由は、東海第二原発自体は審査に

合格し事故はほとんど起こり得ない。裁判所は避

難計画に欠陥があることを理由に運転を差止め

ることはできない、と名古屋高裁金沢支部等の判

決例を上げて主張しています。 

また、避難計画は再稼働までに充実すると言っ

ています。(実効性の確保とは言っていない) 

作れる根拠はどこにあるのやら？ 

  
 

原子力規制委員会の更田委員長の国会答弁 
 

「どれだけ対策を尽くしたとしても、事故は起きるものとして考えるのが 

防災に対する備えとしての基本」と言っています。 
 

原電は、少しは地域のことを考えるべきでしょう。 

 市民も、本気になって声を出さないと、止められないかも？ 
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と明快です。 

梶山経産大臣(当時) 
 

と答弁しています。(昨年３月 逢坂誠二衆議員(立民)に答弁) 
 

大井川知事 
 

 (2021年 6月記者会見) 

(同年

６月 江尻かな県議(共産)に答弁) 

市民の声 実効性のある避難計画は 無理 の決断を！ 


